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魅・知なる
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県
民

計
画

遭わないためのクマ対策
クマ出没情報アプリで“もしも”に備えましょう

2

近
年
、
住

街
や
学
校

の
人
の
生

活
圏
に
お
け
る
ク
マ
の
出
没
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
人
と
ク
マ
と
の
あ
つ
れ
き
を

軽
減
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

県
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
防

止
に
向
け
て
、
緊
急
時
に
お
け
る
市
町
村
へ

の
支
援
体
制
や
捕
獲
体
制
の
強
化
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん

県
は
、
２
０
２

年
３
月

ら
ク
マ
の

出
没
情
報
を
投
稿
・
閲
覧
で
き
る
ア
プ
リ

「Bears

（
ベ
ア
ー
ズ
） 

」
の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
出
か
け
る
前
に「Bears

（
ベ

ア
ー
ズ
）」
を
確
認
し
、
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
あ
る
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

県
民
の
皆
さ
ん
は
、「Bears

（
ベ
ア
ー

ズ
）」
や
市
町
村
で
発
信
し
て
い
る
情
報
に

注
意
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
警
戒
を
お
願

い
し
ま
す
。

が
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

暮らしに身近な取り組みなどを
紹介します

一人ひとりの幸福を守り育てる

「いわて県民計画」
（２０１９〜２０２８）

10の政策分野のうち
今回のテーマは

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止
に
向
け
た

県
の

宅

総
合
的
な
取
り

な組
どみ

「Bears

（
ベ
ア
ー
ズ
）」で

ク
マ
の

６

出
没
情
報
を

か
確
認

自然環境
Topics!

表紙

健康・余暇｜家族・子育て｜教育｜居住環境・コミュニティ｜安全｜仕事・収入｜歴史・文化｜自然環境｜社会基盤｜参画10の政策分野

　宮古市で建設中の「閉伊川水門」は国内最大級の水門です。津波警報
などが発表されると、ゲートが自動で閉鎖し、津波から市街地を守りま
す。建設中の現場では、若者や女性が活躍しています。2027年３月の完
成を目指し、整備を進めています。

閉伊川水門の建設に携わる施工者の皆さん

より詳しいお話を
WEB版で公開中

県民計画の
詳細はこちら

ツキノワグマに
よる人身被害状況・
出没状況
県のホームページ▶

ニュー内にある「防
災・震災復興」を選択

❶ 県 公 式 L I N E のメ ❷「クマ 出 没 情 報 共
有アプリBears（ベ
アーズ）」を選択

近
年
、
自
然
災
害
は
激げ

き

甚じ
ん

化か

・
頻
発
化
し
て
お

り
、
県
内
に
お
い
て
も
平
成
28
年
台
風
第
10
号
や

令
和
元
年
台
風
第
19
号
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
に
は
大
船
渡

市
林
野
火
災
、
令
和
８
年
に
は
大
槌
町
林
野
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
今
後
も
起
こ
り
得
る
自
然
災
害
か
ら

県
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た

め
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う

靱じ
ん

化か

」
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
洪
水
・
土
砂
災
害
対
策
や
道

路
整
備
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
整
備
効
果
は
、
実
際
の
災
害
時
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。令
和
６
年
台
風
第
５
号
で
は
、

岩
泉
町
の
小お

本も
と

川が
わ

で
平
成
28
年
台
風
第
10
号
と
同

規
模
の
総
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
河
川
改
修

に
よ
る
水
位
低
減
効
果
が
確
認
さ
れ
、
整
備
区
間

で
の
家
屋
な
ど
の
浸
水
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
同
町
の
松ま

つ

橋は
し

川が
わ

な
ど
で
は
、
過
去
の

災
害
を
教
訓
に
整
備
し
た
土
砂
や
流
木
を
受
け
止

め
る
砂
防
堰え

ん

堤て
い

が
機
能
し
、
下
流
域
へ
の
被
害
を

防
ぎ
ま
し
た
。

今
後
も
県
で
は
、
社
会
資
本
の
整
備
や
適
切
な

維
持
管
理
を
進
め
、
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

クマの目撃場所を共有
LINEで投稿！LINEから通知！「Bears」

出没情報を
いつでも

確認できる！

まずは
岩手県公式
LINEを
友だち追加▶

ベアーズ
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［回数］

1980年代 1990年代 2000年代 2010年代
※岩手県内に設置された38カ所のアメダス（雨量観測所）を対象に集計

約3.2倍

岩手県内で1時間降水量50mm以上が発生
した回数（国土交通省統計）

13 12
16

41 河川や道路などの
整備で自然災害に
強い県土に

安全・安心な暮らしを支える県土づくり

特集

1
平成28年台風第10号で被災した小本川の河川改修

（岩泉町・令和７年10月全工区完了）

岩手県の強靱化
取組事例集

2 1



［
特
集
１
］
河
川
や
道
路
な
ど
の
整
備
で
自
然
災
害
に
強
い
県
土
に

氾
濫
し
た
川
の
水
が
あ
ふ

れ
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
久

慈
市
小こ

屋や

畑は
た

川が
わ

な
ど
で
は
、

洪
水
に
対
す
る
安
全
性
を
高

め
る
た
め
、
河
道
の
切
り
替

え
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
台
風
第
５
号
で

は
、
岩
泉
町
に
お
い
て
、
平

成
28
年
台
風
第
10
号
と
同
規

模
と
な
る
２
５
１
ミ
リ
の
降

雨
を
記
録
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
河
川
改
修
を
進

め
て
い
た
小
本
川
で
は
、
約

25
セ
ン
チ
の
水
位
低
減
効
果

が
確
認
さ
れ
、
整
備
区
間
に

お
け
る
家
屋
な
ど
の
浸
水
被

害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

道
路
や
河
川
、
公
営
住
宅

な
ど
の
社
会
資
本
の
維
持
管

理
の
計
画
に
基
づ
き
、
適
切

な
老
朽
化
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

将
来
の
大
規
模
な
修
繕
や

更
新
を
抑
え
る
「
予
防
保
全

型
の
維
持
管
理
」
を
推
進
し
、

早
期
の
修
繕
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
30
日
、
台
風
第
10
号
上
陸
に
伴
う
大
雨
、
暴
風
、

波
浪
に
よ
り
、
久
慈
市
や
岩
泉
町
、
宮
古
市
な
ど
沿
岸
部
を
中
心
に
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日

に
か
け
て
岩
手
県
に
接
近
し
た
台

風
19
号
に
よ
り
、
沿
岸
の
広
い
範

囲
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

洪
水
対
策

久
慈
市
案あ

ん

内な
い

～
戸へ

呂ろ

町ま
ち

口ぐ
ち

地
区
の
国
道
２
８
１
号
で
は
、

河
川
の
増
水
に
よ
り
道
路
が

決
壊
し
、
通
行
止
め
が
発
生

し
ま
し
た
。
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
の
機
能
を

確
保
し
、
安
全
で
円
滑
な
交

通
の
確
保
の
た
め
、
ト
ン
ネ

ル
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
整
備

対策前

対策前

対策後

平
成
28
年
台
風
第
10
号
災
害
へ
の
対
応

令
和
元
年

台
風
第
19
号
災
害

へ
の
対
応

予
防
保
全
型
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
実
施

整
備
の
効
果
が

表
れ
て
い
ま
す

岩泉町小本川流域の被害状況

久慈市久慈川流域の被害状況

平
成
28
年

台
風
第
10
号
に

係
る
河
川
事
業

の
概
要

さわかわ
久慈市沢川の被害状況

お ざきしらはま さわ
釜石市尾崎白浜の沢の被害状況

ほろ の
岩泉町袰野地区の出水状況

（河川改修前）

久慈市小屋畑川の被害状況

岩泉町の被害状況

久慈市案内～戸呂町口地区の被害状況久慈市案内～戸呂町口地区の工事状況
かしわ ぎ

腐食が進んでいた部材を修繕・更新（宮古市柏木スノーシェルター）

まつはしがわ
岩泉町の松橋川砂防堰堤

岩泉町袰野地区の出水状況
（河川改修後）

久慈市小屋畑川の工事の状況

対策前

対策前

対策後

ふ だい さわ
普代村普代の沢の被害状況普代村の普代の沢の砂防堰堤　

対策前対策後

対策実施中

対策実施中

小本川の水位低減効果（河川改修により25cm水位が低減） 

横断図（赤鹿水位観測所地点）

築堤

掘削

令和6年8月12日観測最高水位（T.P.=15.73m）
改修前換算水位（T.P.=15.98m）

平成28年8月30日被災時水位（T.P.=18.37m）

あか しか

台
風
災
害
な
ど
に

備
え
る
取
り
組
み

▼
洪
水
対
策

岩
泉
町
の
小お

本も
と

川が
わ

な
ど
が

氾
濫
し
、
多
数
の
家
屋
が
浸

水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
河
川
施
設

の
復
旧
に
加
え
、
同
規
模
の

洪
水
に
よ
る
浸
水
被
害
防
止

を
目
指
し
た
河
川
改
修
を
進

め
、
令
和
７
年
10
月
に
完
了

し
ま
し
た
。

岩
泉
町
を
中
心
に
県
内

１
５
５
カ
所
で
土
砂
災
害
が

発
生
し
、
家
屋
な
ど
に
甚
大

な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被

害
の
大
き
か
っ
た
箇
所
を
中

心
に
砂
防
堰
堤
の
整
備
を
進

め
、
岩
泉
町
で
は
、
今
後
の

出
水
時
に
下
流
域
へ
の
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
25
カ
所
で
整

備
を
実
施
し
、
令
和
７
年
７

月
に
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
対
策

釜
石
市
を
始
め
県
内
98
カ

所
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

家
屋
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
被
害
の
大
き

か
っ
た
箇
所
を
中
心
に
、
砂

防
堰
堤
の
整
備
を
進
め
、
沿

岸
地
域
で
は
、
今
後
の
出
水

時
に
下
流
域
へ
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
17
カ
所
で
整
備
を

実
施
し
、
令
和
６
年
７
月
末

に
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
対
策

◀
対策前対策後

県
で
は
、
平
成
28
年
台
風
第
10
号
災
害
や
令
和
元
年
台
風
第
19

号
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
河
川
改
修
や
砂
防
堰え

ん

堤て
い

の
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
た
主
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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　大槌湾に浮かぶ蓬莱島は、その形から「ひょうたん島」の愛称で親しまれる大槌
町のシンボルです。町の歴史や暮らしを見守り続けてきた存在として親しまれ、
島には弁財天が祭られています。
問大槌町観光交流協会 0193-42-5121

　山田町の特産品や新鮮な魚介類
がそろう道の駅。産直売店やレスト
ラン、子ども向けの遊び場「かきくけ
公園」を備え、家族で楽しめる立ち
寄りスポットです。フードショップ「か
きまるキッチン」では、「黒船牡蠣カ
レーパン」や「牡蠣シチュードッグ」な
どを販売しており、気軽に山田産の
牡蠣を味わうことができます。
問道の駅やまだ おいすた 0193-65-6631

問鯨と海の科学館 0193-84-3985 問釜石観光物産協会 0193-27-8172

　クジラを通じて、三陸の海と豊
かな自然環境について知ること
をテーマにした自然科学博物館。
マッコウクジラの骨格標本など
迫力ある展示のほか、企画展や
体験教室も開催しています。

三陸エリアの「おススメ」写真に「＃推し三陸キャンペーン」のハッシュ
タグを付けて、インスタグラムに投稿して、ご応募ください。詳しく
は、キャンペーン専用サイトからご確認ください。なお、応募には岩
手県広聴広報課インスタグラムのフォローが必要です。

ほう らい じま

蓬莱島（ひょうたん島）

鯨と海の科学館

あなたの“推し”三陸を教えてください！

大槌町

釜石まつり釜石市

大槌町

道の駅やまだ おいすた山田町

山田町

三
陸
旅

な
る
体
験に

出
か
け
よ
う

秋の

★

★
★

秋
、海
の
青
に
魅
せ
ら
れ

海
の
幸
と
文
化
に
出
会
う

釜
石
、大
槌
、山
田
の
旅

山
田
町
の

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

三
陸
の
海
を
知
る

祭
り
を
楽
し
む

魅み

知ち

「#推し三陸キャンペーン」「#推し三陸キャンペーン」
応募いただいた方の
中から抽選で3名様に
宮古市の名物

「瓶ドン 2本セット」
をプレゼント！

大槌町
観光サイト

　10月16日（金）〜18日（日）の3
日間、釜石市中心部および尾崎神
社、山神社、釜石湾内で開催され
る祭り。土曜日の「曳き船まつり」
では、虎舞や神楽を乗せた船が華
やかに湾内を巡ります。神輿や虎
舞、神楽なども市街地を練り歩き、
海と街が一体となって祭りの熱気
に包まれます。

釜石市
観光サイト

道の駅やまだ
おいすた
サイト

鯨と海の
科学館サイト

大
槌
湾
の

風
景
を
望
む

キャンペーン専用サイト▲

［
特
集
１
］
河
川
や
道
路
な
ど
の
整
備
で
自
然
災
害
に
強
い
県
土
に

未
来
の
安
全・安
心
な

県
土
の
た
め
に

　

県
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
を
通
じ
た
建
設
Ｄ
Ｘ
※

を
推
進
し
、生
産
性
の
向
上
や
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、工
事
体
験
学
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
将
来
の

建
設
業
を
担
う
人
材
の
確
保・育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、出
前
講
座

を
開
催
し
、土
砂
災
害
や
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知
識
の
普
及

や
防
災
意
識
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※デジタル・トラン
スフォーメーション。

ＩＣＴ（情報通信技
術） の浸透により、
生活をよりよい方
向に変化させるこ
と

建設DXの推進

体験学習会・出前講座の開催

効率化や安全性の向上を図るため、道路橋などの法
定点検に、ドローンなどの新技術を活用しています。ま
た、県建設業協会と連携し、最新の建設 DX を体験でき
るイベントを開催するなど、建設業の魅力発信や将来の
担い手の確保・育成に取り組んでいます。

将来のインフラメンテナン
スを担う土木技術者の確保・
育成に向け、高校生等を対
象とした工事体験学習会など
を開催しています。また、児
童・生徒などが土砂災害や
津波から身を守るための知識
を学び、適切な避難行動に
つなげられるよう、出前講座
を実施しています。

中学生が参加した土砂災害出前講座の様子
おおまつ さ ぼうえんてい

（釜石市・大松砂防堰堤）
高校生による鋼材の塗装体験の様子

お だ せ ばし
（久慈市・小田瀬橋）

黒船牡蠣カレーパン

山田町

釜石市

牡蠣シチュードッグ

ドローンを活用した点検

出前講座
橋りょうメンテナンス工事
体験学習会

スマートフォンから３次元
画像で中学校を図化

中学生が参加した建設業ふれあい事業の
様子

とく た はし
橋梁点検の様子（盛岡市・徳田橋）

出前講座・防災教育▶
などの事例集
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会
社

ス
リ
ーＲＥ

 

ゴ
ー
ツＡＴ

龍り
ゅ
う

太た

さ
ん

歩
く
旅「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」

歩
く
ほ
ど
に
感
じ
る
、三
陸
の
魅
力

歩
い
て
再
発
見
！

合 岩グ
ロ
ッ
セ

手
が

Ｔ も
Ｈ っ
と

Ｅ 好
Ｇ き
Ｏ に
な

Ｓ る

2特集

「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
青
森

県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
の
太

平
洋
沿
岸
を
一
本
の
道
で
つ
な
ぐ
、
全
長

１
０
０
０
㎞
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

で
す
。

岩
手
県
の
ル
ー
ト
は
そ
の
半
分
に
あ
た

る
約
４
９
９
㎞
に
も
及
び
、
海
・
川
・
里
・

森
が
織
り
成
す
多
彩
な
景
観
や
、
歩
く
た

び
に
出
会
え
る
印
象
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
点

在
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
２
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

タ
イ
ム
ズ
紙
が
発
表
し
た
「
日
本
で
訪
れ

る
べ
き
14
選
」
に
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
」
が
選
ば
れ
、
海
外
の
有
名
メ
デ
ィ

ア
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
の

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

三
陸
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
全
身
で
感

じ
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
や
文

化
に
触
れ
て
進
む
こ
の
道
は
、
歩
く
ほ
ど

に
新
た
な
発
見
が
広
が
る
魅
力
あ
ふ
れ
る

ト
レ
イ
ル
で
す
。

合
同
会
社
Ｔ

ス
リ
ー

Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｇ
ゴ
ー
ツ

Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
ガ
イ
ド
を
務
め
る
グ
ロ
ッ
セ

龍り
ゅ
う

太た

さ
ん
に
、「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
が
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
理
由
や
魅
力
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

「
青
森
か
ら
福
島
ま
で
１
０
０
０

㎞
に
も
及
ぶ
『
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
』
は
、
世
界
的
に
も
類

を
見
な
い
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で

す
。
歩
け
ば
、
海
と
共
に
生
き
る

三
陸
の
暮
ら
し
や
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
ほ
か
、
地
域
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
道
は
震
災
の

記
憶
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
道
で
も
あ

り
、
地
域
の
歴
史
や
人
々
の
思
い

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
特

長
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
は
、
海

外
の
ハ
イ
カ
ー
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
道

が
、
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り

ま
す
。
岩
手
に
住
む
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
一
度
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

岩
手
の
魅
力
に
出
会
え
る
は
ず
で

す
。」

青森県

岩手県

宮
城
県

八戸八戸
●●

久慈久慈

宮古宮古

釜石釜石

盛盛

JR山田線JR山田線

JR八戸線

JR八戸線

JR釜石線JR釜石線

E46E46

E45E45

E4AE4A

久慈市久慈市

野田村野田村

普代村普代村

田野畑村田野畑村

岩泉町岩泉町

宮古市宮古市

山田町山田町

大槌町大槌町

釜石市釜石市

大船渡市大船渡市

陸前高田市陸前高田市

トレイルルート　
JR線
三陸鉄道リアス線
JR大船渡線BRT
高速道路・
自動車専用道路

洋野町洋野町

●●

●●

●●

●●

106106

洋野町

普代村

久慈市

田野畑村

野田村

岩泉町

鉄道と海の景色を同時に楽しめる道

美しい景観と人々の営みを感じる道

未来へつなぐ道

大地の遺産を感じる道

宮古市

釜石市

山田町

大船渡市 陸前高田市

大槌町

各エリア問い合わせ先

種差海岸
インフォメーション
センター
青森県八戸市大字鮫町棚久保14-167
TEL 0178-51-8500

陸中八木駅（洋野町）

蓬莱島（大槌町）

恋し浜駅（大船渡市）

熊の鼻（岩泉町）

朝日のぼるつりがね洞（久慈市）

北山浜の手掘りトンネル（田野畑村）

音部漁港を歩くハイカー（宮古市）

奇跡の一本松（陸前高田市）

北山崎
ビジターセンター
岩手県下閉伊郡田野畑村北山129-10
TEL 0194-33-3248

浄土ヶ浜
ビジターセンター
岩手県宮古市日立浜町32-69
TEL 0193-65-1690

碁石海岸
インフォメーション
センター
岩手県大船渡市末崎町大浜221-68
TEL 0192-29-2359

IN
TERVIEW

岩手県ルート
　鉄道と海が寄り
添う風景の中を歩
き、地域の文化と
自然を楽しめる北
三 陸 ならで は の
道です。

　海と大地が生み
出した壮大な地形
を巡り、悠久の時
が 刻 ん だ 大 地 の
営みを感じられる
道です。

　美しいリアス海
岸を望みながら、
海と共に歩んでき
た人々の営みや暮
らしを感じられる
道です。

　復興の軌跡と豊
かな海の恵みをた
どりながら、未来
への希望と地域の
力を感じられる道
です。

　おすすめショートコー
スやスポット紹介のほ
か、歩く上での注意や楽
しむためのポイント、周
辺で体験できるアクティ
ビティを紹介していま
す。ぜひご覧ください。

電子版
ガイドブックは
こちら

みちのく潮風トレイル岩手県ガイドブック

出典：環境省「みちのく潮風トレイルインタープリテーション計画パンフレット（日本語版）」
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女性漁業者が現場で活躍する姿を動画で発信し
ています。女性漁業者のリアルな日常や、仕事へ
の情熱、漁村での生活などを紹介しています。

◉テレビ岩手	 月曜日	18：54〜19：00
　　　　　　		（再放送）	土曜日	21：54〜22：00
[9月]◉岩手めんこいテレビ	土曜日	11:45〜11:50
[10月〜]◉IBC岩手放送	火曜日	18:55〜19:00

岩手県からのお知らせ

※都合により放送時間が変更になることがあります。

◉手紙・はがき	 〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広報課
◉電子メール	 koucho@pref.iwate.jp
◉電　　　話	 019-629-5110
◉受 付 時 間	 8：30〜17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）
◉ファクシミリ	 019-651-4865［24時間受付］

第十二回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金のご案内
戦後 80 年に当たり、戦没者等の方々の尊い犠牲に思いをいた

し、改めて弔慰の意を表するため、ご遺族に対し特別弔慰金が支
給されます。支給対象者は、戦没者の子などの親
族のうち、最先順位のご遺族お一人です。額面 27
万５千円、５年償還の記名国債で支給されます。

現在、市町村で請求を受け付け中で、請求期間は
2028 年３月 31 日までです。
㉄県庁地域福祉課　019-629-5481

社会生活基本調査を実施します
社会生活基本調査は、５年に一度実施する国の統計調査です。

生活時間の実態を調査し、ワーク・ライフ・バランスの推進、少子
高齢化対策など、各種施策の基礎資料として活用します。

調査員証を携帯した調査員が、対象地域の世帯を
訪問しますので、調査へのご協力をお願いします。
■９月／対象地域にお住まいの世帯を確認
■10月／無作為抽出された世帯へ調査書類を配布
㉄コールセンター　0570-07-2580（9/1〜11/15）
㉄県庁調査統計課　019-629-5305

「希望郷いわて景観フォトコンテスト2026」作品募集
岩手ならではの魅力ある景観や屋外広告物の写真を募集してい

ます。県内で撮影した素敵な景観や看板など、あなたのお気に入
りの写真をご応募ください。優れた作品の応募者には県産品と県
オリジナルグッズを贈呈します。
■応募締切：2026年10月10日（土）まで
■募集部門：景観部門・屋外広告物部門・サイクリング
　　　　　 ルート部門
■応募方法：応募フォーム・メール・郵送のいずれか
㉄県庁都市計画課　019-629-5892

最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加支給のご案内
2013 年の生活保護基準改定を違法とした最高裁判決を踏まえ、

県では、2013 年８月から 2026 年３月までの間に、県内の町村部
で生活保護を受給していた方に保護費の追加支給を行います。

なお、現在保護を受給していない方が追加支給を受けるために
は、申出書の提出が必要ですので、以下の相談窓口
にお問い合わせください。
■相談窓口／岩手県（町村部）生活保護費追加給付
　　　　　　事務局　019-623-1145
※県内の各市で生活保護を受給していた方は、各市の
　福祉事務所にお問い合わせください。
㉄県庁地域福祉課　019-629-5425

ミドル世代等就職支援事業のご案内
就職氷河期世代を含むミドル世代（概ね 35 歳～ 59 歳の方）な

どに向けて、以下の支援事業を行っています。無料で受けることが
できますので、ぜひご利用ください。
■e-ラーニング講座
　ミドル世代向け：全39コース、企業の育成担当者向け：全17コース
　１人２コースまで受講できます。
■ミドル世代と県内企業のマッチング支援
　オンライン企業説明や企業見学の場を
　コーディネートします。
㉄県庁定住推進・雇用労働室　019-629-5593

県政情報、防災情報、岩手の魅力発信中

岩手県
広聴広報課X

お友達登録で、県の最新情報をお届け

岩手県公式
LINE

県の全ての情報はこちら

岩手県
ホームページ
岩手県

東日本大震災津波伝承館の情報を発信中

いわて
TSUNAMI
メモリアル

ご意見・ご提言はこちら

さまざまなメディアで岩手の情報発信中！

県政テレビ番組 いわて！ わんこ広報室毎
週

放
送
中

ご存じですか？ ご協力ください

募集しています

放射線影響対策のお知らせ

いわてグラフ
WEBは
こちらから

神
奈
川
県
出
身
で
海
に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
私
は
、
水
産
業
の
専
門
人
材
を
育
成
す
る
「
水
産

大
学
校
」
に
進
学
。
学
生
時
代
に
出
会
っ
た
夫
の
地
元
で

あ
る
重
茂
の
海
に
魅
力
を
感
じ
、移
住
し
ま
し
た
。

重
茂
は
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
、
コ

ン
ブ
な
ど
が
採
れ
る
漁
業
の
ま
ち
。
ワ

カ
メ
の
収
穫
時
期
に
は
家
族
総
出
で

メ
カ
ブ
は
ず
し
や
塩
蔵
作
業
を
行

い
ま
す
。
漁
業
と
い
う
と
男
性

の
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
で
す

が
、
重
茂
で
は
昔
か
ら
、
女

性
も
水
産
業
に
参
画
し
て

き
ま
し
た
。
性
別
や
年
齢

に
関
わ
ら
ず
協
力
し
て
作

業
す
る
文
化
が
あ
り
、
私

も
移
住
し
て
す
ぐ
に
地
域
に

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

出
産
を
機
に
、
海
に
関
わ
る

菜な

摘つ
み

神
奈
川
県
出
身
。結
婚
を
機
に
宮
古
市
重
茂
地
区
へ

移
住
。い
わ
て
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
後
、ウ
ニ
漁
・

養
殖
業
の
手
伝
い
に
本
格
的
に
従
事
す
る
。民
泊
施

設「
海
の
み
や
こ
」を
運
営
し
、地
域
の
魅
力
発
信
や

交
流
人
口
の
拡
大
に
も
取
り
組
む
。一
児
の
母
。

中な
か
宮
古
市　村む

ら漁
家（
重
茂
漁
業
協
同
組
合
）

さん

いわての農林水産業や建設業、
製造業などさまざまな分野で
今、女性が活躍しています。

母として、漁家として
漁村で海とともに生きる

いわてで、わたしらしくいわてで、わたしらしく

岩手の女性の就業や活躍を支援するWEBサイト。女性
のキャリア形成、働きやすい職場環境づ
くりに役立つセミナーや、女性活躍認定
企業の取り組みを紹介しています。

いわて女性の活躍応援サイト 女性漁業者の魅力を発信
「港女子 Port Girl」はたらく

女性を
応援！

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
　ページをご覧
　ください

キ リ
Poラ int!

野生きのこ採取に当たっての留意点

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

▲詳細はホーム
ページをご覧
ください

いわてグラフの
WEB版では、

さまざまな情報を公開中！

水産業

仕
事
が
で
き
な
く
な
る
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
心
配
も
不
要
で
し
た
。
漁
業
と
い
う

と
海
の
上
で
の
仕
事
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
が
、
漁
村
で
は
昔
か
ら
、
女
性
た

ち
が
水
揚
げ
後
の
加
工
や
出
荷
準
備
な
ど
の
「
陸

仕
事
」
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
コ

ン
ブ
干
し
の
作
業
の
時
に
は
、
漁
師
の
親
方
や

漁
家
の
女
性
た
ち
に
子
ど
も
を
み
て
も
ら
い
な

が
ら
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

漁
具
を
作
る
の
も
大
事
な
仕
事
で
す
。
地
元
の

漁
師
か
ら
ワ
カ
メ
の
種
を
付
け
る
漁
具
「
コ
レ

ク
タ
ー
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
子
ど
も
を
あ

や
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
か
ら
民
泊
の
運
営
も
始
め
ま
し

た
。
重
茂
の
海
の
幸
の
提
供
、
学
生
の
漁
業
体

験
受
け
入
れ
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
水
産
業
や
漁
村
の
魅
力
な
ど
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
海
業
で
重
茂
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昆布の荷造り作業中は、一緒に働く漁
家の女性たちが子どもの世話をして
くれるため、子どもを連れて仕事場に
行くことができる。

㉄【放射性物質濃度検査】県庁県民くらしの安全課　019-629-5270
　【出荷制限など】県庁林業振興課　019-629-5775
　【全般】県庁復興危機管理室　019-629-6924

県は市町村と連携して野生きのこの放射
性物質濃度検査を行っています。検査の結
果、一般食品の基準値（100 ベクレル /㎏）
を超えた場合、その市町村の野生きのこ
全種類を対象に、国から出荷制限が指示さ
れます。野生きのこを採取する際は、県ホー
ムページを参考にしてください。

また、野生きのこを販売する場合は、販売前に自主検査を行い、
基準値（100 ベクレル /㎏）以下であることを確認してください。

野生きのこ出荷制限地域
（2026年現在）

※１種類でも基準値を超えると、その市町村の全ての野生きのこが出荷制限の対象となります。

910



い
わ

て
1.記事は分かりやすかったですか？（番号で回答）
❶非常に分かりやすい　❷分かりやすい　❸普通　❹分かりにくい
❺非常に分かりにくい
※❹または❺の方は、どのような点が分かりにくかったかお書きください。
2.今回の企画で興味を持ったものは何ですか？
3.県政で興味があるものは何ですか？（番号で回答）
❶産業　❷医療・福祉　❸防災　❹教育・文化　❺環境
❻社会資本整備　❼その他（関心のあるものをお書きください）
4.本誌へのご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。

2026

岩
手
県
広
報
誌 

第
７
９
７
号

２
０
２
６（
令
和
８
）年
９
月
１
日
発
行（
年
４
回
発
行
）

◎
企
画
・
発
行
／
岩
手
県
政
策
企
画
部
広
聴
広
報
課	

岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
10
番
１
号

　
　
　
　
　
　
　
電
話
・
０
１
９
（
６
２
９
）
５
２
８
３

◎
編
集
・
印
刷
／
株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ア
企
画

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを使用しています。

いわてグラフは岩手県が制作する広報誌です。518,500部作成し、県内全世帯に配布しています。
1部当たりの単価は、約25円です。

住所・氏名・年齢・職業・電話番号・ご希望の商品のアルファベット記号
（A・Bいずれか）をお書きの上、ハガキ、FAX、電子メール、または下の
二次元コードを読み込んで、応募フォームからご応募ください。 ■送り
先／◎ハガキ：〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広報課「いわてグラ
フ9月号・読者アンケート」係　◎FAX：019-651-4865　
◎電子メール：kouhou@pref.iwate.jp ■応募締切
／2026年10月9日（金）必着 ■当選発表／商品の発送

（11月末頃）をもって代えさせていただきます。

㉄有限会社秀吉 019-681-1800

「金色の風」、「銀河のしずく」の2種。食べ
比べにちょうどいい450g（約３合）です。

「盛岡産イタヤカエデシロップ」「盛岡産り
んごと紅茶」「盛岡産黒平豆と抹茶」の３
種類を詰め合わせたアソートセットです。
県産小麦「ゆきちから」や野田村産「のだ
塩」など、県産素材にこだわっています。

アンケートにお答えいただいた皆さまの中
から抽選で合計14名様にプレゼント！

※ご記入いただいた個人情報やアンケートの内容につきましては、厳正な管理のもとで取り扱い、アンケート集計、プレゼントの発送にのみ利用させていただきます。

もりおかフィナンシェ
3種アソート・6個入（各２個）

岩手県産キューブ米2種
「金色の風」、「銀河のしずく」各450g
㉄株式会社純情米いわて
　019-638-0120

9

プレゼント！

4名様A 10名様B

いわてとつながる

首都圏在住の盛岡さんさ踊り愛好家が集まり、
パレードやイベントで演舞しています。

東
京
か
ら

手
を
思

、
首
都
圏

住
む

と
岩

つ
な

活
動
を

し
て
い
る
櫛
引
さ
ん
の
岩
手
と
の
出
会

い
は
、
当
時
勤
め
て
い
た
通
信
社
で

盛
岡
支
局
へ
異
動
に
な
っ
た
２
０
１
１

年
８
月
の
こ
と
で
し
た
。
震
災
直
後
の

沿
岸
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
を
取
材

で
巡
る
中
で
、
岩
手
の
文
化
や
伝
統
、

人
の
穏
や
か
さ
に
触
れ
、
岩
手
の
魅
力

に
取
り
つ
か
れ
た
と
い
い
ま
す
。

東
京
へ
移
っ
た
後
も
岩
手
へ
の
思
い

は
募
り
続
け
、「
首
都
圏
か
ら
岩
手
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
」
と
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
櫛
引

さ
ん
。
２
０
１
９
年
に
、
岩
手
・
盛
岡

と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
が
緩
く
つ
な
が

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
リ
ト
ル
も
り
お

か
」
を
仲
間
と
共
に
立
ち
上
げ
ま
す
。

仲
間
た
ち
と
岩
手
の
情
報
を
交
換
し

た
り
、
岩
手
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
岩
手
の
魅
力
を
発
信
し
た
り

と
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
日
々
岩
手
を

感
じ
ら
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

櫛
引
さ
ん
の一
番
の
推
し
は
盛
岡
さ

ん
さ
踊
り
。
東
京
を
拠
点
と
す
る
愛

好
家
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
毎
年
８

月
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
向

け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
岩

手
と
東
京
、
そ
れ
ぞ
れ
で
さ
ん
さ
を
愛

す
る
仲
間
た
ち
が
、
年
に一
回
盛
岡
の

パ
レ
ー
ド
で
会
う
。
そ
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

「
岩
手
と
の
縁
は
既
に
地
元
よ
り
も

深
い
」と
笑
う
櫛
引
さ
ん
。
今
後
は
、

リ
ト
ル
も
り
お
か
の
メ
ン
バ
ー
が
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
生

か
し
て
、「
も
っ
と
岩
手
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

東
京
に
響
く
さ
ん
さ
の
音
色

岩
手
と
首
都
圏
を
結
ん
で

に 人
と

人 人
々 と
岩の

手 輪
を が
い広

ぐ が
る

インタビュー
動画をサイトで
公開中

「
リ
ル
も
お
か
発
起

ト櫛く
し

り引び
き

」万ま

人里り

子こ

さん

一人ひとりそれぞれの岩手での暮らし方を、「部
活動」の楽しさに見立てた「イーハトー部」。サイ
ト内では、イベント情報や地域の最新情報、Ｕ・I
ター ン、移住情報をお届けしています。

私
た
ち

い
わ
て

お

自
分
が
好
き
な「
人
・モ
ノ・
場
所
」を

応
援
す
る「
推
し
活
」。

今
、い
わ
て
推
し
の
若
者
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

長
野
県
出
身
、東
京
都
在
住
。前
職
の
報
道
記

者
時
代
に
盛
岡
支
局
で
４
年
間
勤
務
し
、被

災
地
取
材
な
ど
を
担
当
。現
在
は
大
手
Ｐ
Ｒ　
　
　
　

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
勤
務
。「
リ
ト
ル
も
り
お
か
」

発
起
人
の
１
人
。

東京都

推
し
! !


